
—
世界の建設業界は、プレハブ建築の需要に応えるために
自動化されたソリューションを必要としている

プレハブ建築物のオフサイト建設は何年も前から行われていますが、ABBロボティクスは、自動化とデジタル技術によって、
建築物の効率性、生産性、性能を新たなレベルに到達させることができると考えています。

 
 

—
オフサイト・プレハブ建築の主な利点

がオフサイトで建設されている。

80% 
がモジュール式になると言われています。
(Mckinsey)
 

15-20%  

品質
標準化された手法とツール、そして
工場内での品質チェックにより、
不良率は半減し、最も優れた生産者は
5%以下の不良率を達成しています。 

コスト
オフサイト生産は、生産性の向上に
よるコストの削減 生産性の向上による
コスト削減、無駄の排除、サプライ
チェーンの最適化を実現します。
また、都市部のプロジェクトでは、
現場への出入りが制限されるため、
コスト削減にもつながります。

 
, 

 

 

完成までの時間
オフサイトの建物は、総建設時間を
3分の1に短縮できます。 

安全性
10万人あたり1.74人という建設業
従事者の死亡事故率は、全産業の
ほぼ4倍です。ロボットが最も危険な
作業を引き受けることで、人間は
計画や問題解決に専念できるようになり、
安全性が向上します。

 
 
 

ターゲット
オフサイトでの建設は 遅延の原因と
なる天候の影響を受けにくく、
また、下請け業者を雇うコストや
リスクの影響を受けにくい。

 
 

 

廃棄物
英国では毎年、約4億トンの建材が
建設に使用されています。そのうち
1億トン（25％）は廃棄物です。
これに対し、オフサイト生産では、
生産効率とリサイクルにより、
廃棄物と排出量を半減させること
ができます。

 

34.7% 

81% 

欧州では、建設業界は 大陸の廃棄物の34.7％を
排出しています。

81%が今後10年以内にロボットを導入する、
または利用を増やすと回答しています。 

 2030年までに 
ABBは大きな変化を予測しています。

スウェーデンの家屋の
2030年までに欧米では、
新規建造物の


